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〈研究紹介〉
VSOP 三昧の記

I • •，由・科学研究所平林 久

慈記とも車illむ編集の的川さんから.突然ピンチ

ヒ y ターで本杭を車!([まれたので断れなかった。

「研究紹介」をどう占いたらいいのか和J' 、にいく

と r ちょっとむずかしい原稿が続いていますね」

との御託宣。

今の私の{上4~は Muses- B を f>l:うスペース VLBl

計画を推進すること。これにはさまざまな側 l師が

ある。だから.これをわかリやすく書いてみる。

とても全体は綱縦できない。研究紹介というより

生活紹介あるいは心象風対紹介になるかも知れな

し、。

1.宇宙のルネベルグレンズ

8 メートノレのパラボラアンテナをもっ宇宙の電

波天文台が，地球近傍を燐い、 J也一!のアンテナと

連!li1J して，宇宙空IHI を大きな「鋭而」にしてしま

うシステム。できあがる出のさしわたしは 3 万キ

ロノートル。このために世界中の電波天文台や衛

星運用 Jnjが組織される。この超宇宙電波望述銃で

';-:'，山ーを観測する。これを rVSOp ， j十阿」と名づけ

た。 VSOIJは. VLB1'j-:'di1ill.iIilJdl-iilii(VLBISpace

Obs er- valory ド rag ramme) の略林。

VSOP は rj也f求より人ーさなレンズ. そiL (, Jレ

ネベ/レグレンズをつくる J というものだろう。 Jレ

ネベノレグレンズとは球対粉、の!ポ折率をもっレンズ

でうまく半径の i刻数をきめると. 'I'行光東が反対

!則の一点に結ぶ L のである。全体が球付利;だから，

全ての方向にたいして焦点ができる.全方|合 l を税

'Jff とする定全レンズである。

スペース VLBI では . f!宵 }I~ L!也卜(T)観測アンテ

ナ(，.観測天体がみえる IIIi リ追尾して観測する。

だからとんな方向 l を同 I ，、ていてもノレネベノレグレン

ズのように振る妹つ。光;日告差は焦点部であわせて
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VSOP衛星でつくる超巨大望遠鏡

しまう。だからもっとよいたとえは.デフォ Jレノ

されたルネベルグレンズといえばよい しかし，

それでもまだかなリ強引なたとえではある

2. 野辺山から淵野辺へ

VSOP計 IIhi は.J:.として宇宙研と、"， II干の米京天

文fr~!f'辺山のグループによって検 rl ，j 従来された。

VSOP推進のために. 1988年末に市民がヰ'i1 i ~)f

に修ることになった。 'j ・ Hi UJfと天文子1 Hll の ilJの研

究おの修絡でもあった。'J!J辺山から il:lTf' illへ。山

の向みから水の深みへ。 ~Lは. r 'J!f'jiE8 リ」に象徴

されるこの深々としてii'L涼とした r 'l' t ill J という

;ft!感が好きだ。

年が明けて.新術を歩いていると.屯oJiJJ1bl不十k

に「千 'JXJ の年りがitUL た。道行〈人1， 63年続い

た II!:!利!の}経史とニれからに想いをいたして比上げ

た。「、I'成カァ.フラ/ス読み1 ると jlli )，l だなあ」

と巧える。そしてこの 4 片から Muses- Bの訂 I 1II I カず

スター卜した。 Muscs-13は平成の年l主と jlliJ，l 年 11

はいl じである。

~'I 辺 IIIの仲間J 1,.その後もずっと宇'山 ~Jfの仲 IJ-II

と一体となってがんばっている。

3. Muses-S を創る

(;1や平成 5 年。初めてのスペース V LBll~i l{と

して.大別アンテナ・向位軒 l安定周波数伝送 大

谷 11::1.ム送・r.' :j 桁 l!t軌道決定・ fJ~ \i t背受 Lj 機・ I~川市

lE 姿勢柏度などのむつかしい工学 m目をクリアー

しなければならない。メーカーさんと←体になっ

て.数え切れない会議を絞け，製作試験を十 l って

きている。

l~i )，~製作を修験道の II I' t，のii'L -IJ にちなんて'・ r* 聖

位し T'llhJ ということにしている。すると.衛

星"式験仰の幾つもの待 i I ，l試験施設が.述なる険 L

L りf山めように思えてくる。いわゆるフライトモ

デル( FM) の「第一次噛み合わせJ は米年の存。

すでに梢休~g1J立 j、試験 熱 !T空 a試験・拍Hi})j;!i喰試

験 安勢系試験・屯波大文R，'， 正気刊能，i'Fiilli などを

おこなってきた。

Muses シリーズのMuses守Aが r II~大」なら.私

たちのスペース VLB I1~i )，~.Muses-13の名 HIJL 打ち

卜.げまでに弔えてもみたし、。桁円軌道の軌道而に

1([交する JiI "1の大体が観illilに過しているが.地球

の形がf;Rて'ないので.軌道 IIiiが変わリ. 'j':出のあ

ちこちが観測できる。

能楽好きのfcL.、. fiElniにちなんだ名前を考えてみ

る。世界 1·1'が協力してw り|二げる出が宇山のあち

こちを"，]くといえば 'j ・ 'I Ii を能楽.;止に見たてると，

まさに古EI(!i o

「小 1(liJ. これは末的干の !，crl の夫を表J)L したもの。

でもさしわたし 3 )j キロに小 Ifll は l凋る。ひ。ったし

のものがある。「万町iJ である成熟した女性の美

を以内l支に発押した l前で. fiEr¥Ii削守」では.リ)

将、1"lj~J主(これらち)を必!きする戸隠の J弘 kの前

シテがuトける。 'I~戊は武リ)に従れたのみならず.

繊細にしてジェントル. Yヒを.\J:~龍した武人の美し

さを備えた人物ということになっている。この前

シ子の慨にはたいていのリJはまいる。宇'Ii~のあち

こちの反体に加をみせるが j桁 lii名としては知It，

!庄がどうも 。

4. VSOP の焦点部

VSOI' の焦点高 1\ となって紡伐を行うのが「本 HI 別

法」あるいはコリレ-? t.! 。ニれの下 rr 化のため

にさまざまの努力があって.とうとう今年の!ti l rI

f鮮がついた。チームはこの大規模な装置の時/iiI

内の裂作のために大事輸の働きをしている IO);-;j

の奴，1Ii 1同のデータを丙 'UIII 則させることを Jt;本性

能としており.よ Jti 丘と五 KI 目は l上!立天文子;ニ騰キャ

ンパスとする 'J 与になった。佐原・人以・辺; ill につ

いて I; I き続き国立天文れとの今までにない|私 jJ が
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必安なところである。

M-V ロケパ、初号機で打ちヒがった Muscs- Bが

見事にアンテナと太陽む池ノマドルを開き，性能を

五:尖させて， III:界のリンク同・観測l局と inti き H~す

ーまは， ここに ~H てくる。それは， (,filil)}J{ jill核の中

心部分の l映像てーあり、店外府のメ ザ il~tのギラ

ギラした州きの分イ IJ であったリする。

5 , VSOPの国際性

VL131 術.!iJ 特有の llfi1!.・地上IHI リム/クは特別で

あるロこのリンクが成り立って件-:Iigが l-I-\ ていない

と観測 Fii iJI，としては無いのと同じ。そこでill:界中

の 5 同の専!日リンク }IT) が用意される。このうち N

ASAは i~宇 'rii ネントワ -73 ヵ所に 1 Jill アンテナ

地設を新設している。日本では ιl 川に 10 III アンテ

ナを別立する。このリ /'7 }wJ は Fii1!.への)，~ il':胤波

数(1.、送.大作吊データトリ凪線(J 28Mbps) ， 21J

jll] ドソプラ一計川|とを日 l る。従って . fajJI~. ..t也|

問 1£1際綱閉め性能と互換'Itが亘要である。

観測はまた， [Jql祭 (I() な観測ア/テナとの存1桜な

I品))によって行わtLる。したカ‘って， VSOIJ 住Jt i l1l1

計[Iltiは本米から|王l際的な性十Bをもっo そニで観測

プログラムの公I:fl，スケジューリ/グ J主刷、解

析にわたって.同際(I(jな存料階府の会合をもって

いる。

1992年 11 iJ かり， VSOP 凶際科学在ltil1ll 委u会

(VISC) を発足させた。各純の実務は宇宙研を伎

とする VSOP科乍運用グループ (VSOG) で始め

らlLている。

VSOPチームはこうして世界にでかけることが

雪中の臼田84m鏡

平都観音顕現図

多い。 i副i一緒した NECの llii足取りまとめニi二f[の '1'

川さんが.モスクワ南 }j(乃ノ〈ス事故で負傷し，れ1

~て市Ii Iぷ|したとき，負けてなるかと思った。 'I' 川

さんが生きていたのが不思、議なくらいの恐ろしい

す川主だった。

観測ターゲ y トが， VSOPの分解能で分解され

l主くしてしまうと観il1ll できない。どのねJ立のコン

ノ〈ク卜な桃 j立があるのかを前もって子 il1llする必要

がある。そこで， VSOI'の h止高の分解能を出す1. 3

emiiJi で， 1::1 本・訴の j円動銀河肢 VL131 サーベイ

をおこなっている。1::1 4，:では野辺山の 45m i立と通

信総イト耐|究所成， I; ，) (J)34In鋭を使用している。これ

は市しくも， TDI{SlIMi! を使って行ったスペース

V Ll 31 実験と同じょっなfiI'i I\J だ。

6，平林観音顕現絵巻

南北にのびる八ヶ lit; は紋北紛の山 4 ト1.1Iでつきる。

その、〉科山京自主の林道のわきに司 1"1<I'大な64 III

アンテナがそそり立つ。ここは 'j: 'iii科学研究所の

i?t叶'山 7本作機との交{討をおこなう I: 1[日宇宙空間観

il1ll所だ。深い， )':'Ifi・の泌をこえて通信をする大きな

パラボラアンテナと高感)止の，ユ伝機は，改造によ

って '.tL?JJi.培法悦に変身する。こうして I' I 聞で屯波

天文を始めている。 VSO いにも区、安1.:.'。

9 月のある日.住jじ1I11~験で64 III アンテ十と過ご

した刷、近くの釈に大学院生をおくったあと [1111

川の ill Tーを走っていて( 'I'H l.lI ilt 金守'Of 予ドえ〕と

いう市手IJ を見つけた。

紋起に I-I <, (奈良H与代LN-4'- IHIに立科III鎚に

鋭 Iうさまが正見れ. いろいろなあリがたし汁r ，、をし
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たので，これを〔平林鋭音〕とよんであがめ祭っ

た。正式には〔千千千 III!観世音菩厳〕という。左

右の谷二|本の腕は二十:Fi.の良き行し、をするので

千手唱ヰニ・市や人の苫しみを全てみとおすので千III!

観世とし寸。鋭古ーは男 !J.・あらゆる姿でこの世に現

れる。なお本寺の本山は比叡山延麻守。ちなみに

この地絡は平林という。庫裏に入り.量見青の絵馬

を良い求めて帰った。

7. 千手観音の解釈

脅Ij j亘書を読んでいると . il\h信事M， ji が~:;g: r不!ffiJ

智神妙鉢」のなかて二次のようなことを述べてい

るという。 r子が T4>:あっても一つの手にだけ口

がいっていると他の 999 の予が則をなさない。

不動ti1がひらけ，得心した人は千本の手を使いこ

なせることを示すために考えられたのが千手観音

であるu 世I]j丘ではまた.観山 (j卓山)の目付けと

いって.どこも見ず全てが観える H 付けをよしと

する。ウーム. I" 己伯'J'!IL あるいはチームのマネ

ジノントの極立ではないか。

(ひらばやし・ひさし)

お知らせ

*人事異動

東南東南東東京車**南東南東南東京車東京車京車京車車店ヲ

発令年月日 氏 名 異動事項 現(旧)騒等

(昇 佳)

5.9. I 村正人 場Lti(大γ一大7'院理学 11，研究村助教l:l: 太陽系プラス:"研究呆肋 f

一一-~. *銀河連邦ノシロサミット開催

閉竺4引\ (表紙写真嫌影.三浦秀夫)
r.l$情 JJ":~三!!:}j) R/HI!62 年 'j 宇宙・科学研究所の施設

がある能代.ニ l弘相以 l京. HUI. 内之浦の 5 市

町村が「銀河連安 I\J というパロディ J!FJ.の組織を結

成し物産交流や交歓会を豆ね. 1Jf 年「サミ y 卜」

を l羽いて主li. Bを深めてきました。その銀河 i坐 )'1\ サ

ミットが，能代市で 7 IJ31U-8 月 2 n にわたっ

てlJ， jj崖されました。

サミット開催記念行事も併せて行われ. 30 日に

は実験場の|刻版唱大体主li. jillj 会，宇宙に I刻する映写

会が NTC において行われました。公りのち小雨と

いう天候で‘天体観 jill] 会は中 JIニとなり.実験場の

開放と映写会を行いr1 jl~ が80 名ほど米場されまし

た。

このはか 31 H 午後からシャインプラザ半安|詰 l で

秋柴所長が「宇宙開発の剣 'JmJ と制して議演され

100 名ほどの来場者があり慌況でした。夕方からは

レセプションが行われ尖験 HI も招待さ 1し各国大

使と外交を繰り広げ交友を深めました。また.子

fJ H 円館. 'I' 央公民館で乍'向'酎 fの悦'\リ・パ不/レ展

ぺ、も行われ.市民を栄しませました。

サミ y ト II ，] ii~ にあわせて NTC でも.ロケット尖
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験への旦 II鮮を深めてもらっ目的で M-V型用推薬安

定性庁f. f出試験を行い.サミント参 Jill t 及び一般市

民にも';k験を見学していただき.大勢の親千 iiliil

が見γ' されました。また 1 1::/には.サミ y ト参加

者が 2 m.に分かれて 200¥，ほど来場し実験場内及

びロケット実験を見学しました。特に. [-供述が

カウン l ダウンがhiっ il. 占火，燃焼と続く僚を

モニターテレビを食い入るように凡つめていたの

が印象 (1(1 でした。|制 H~ JYJI:1J 中.令般的に天候が!If;

〈反にしては肌寒い 11i 1::/で.各国大使の皆さんは

大変だったとおもいます。 1 1::/の夜には子供七夕

を見学し.北国のf1祭 I) を満喫され 2 日には各同

へ'ht;同されたようです。

比学にあわせてタイムスケジュー Jレを進めて下

さった実験IIIに感謝放します。(三浦秀夫)

骨第2回M-V型推進薬の燃焼安定性の評価実験

先の第 l 回の結米をうけて.モータの長さを変

え. M-V'\~ ロケットに線用予定の推進薬および推

進燃料研究室で向製した推進薬を対象に燃焼而般

の急j射止大法による音響振動燃焼に対する安定性

評伽j ;k!殺を行った。今回はモータ長を 1885mm と約

2 倍長さに延伸し.縦ん I<'Jの一次官特振動周波数



f

が320-350Hχ となる条件で燃t充実験を行うこと

がi=.III~であった

7}-J 30 日 -8JI3 1l，能代ロケ y ト実験場にて fT

，iI' 81"1の懲焼実験を行い.少なくとも 320-350H 之

の高評振動~!t践では H 1' -205J が-hi L 安定性が向<.

次いでB ドー204J ，日 P-203J の順になっていること

がわかったロ M-VtW ill!薬には 11 1' -204J が1l~ I¥j(と

第 2 j主に， B1'-203.1L) 島本成分の内科を改必すれ

ば商い燃焼宏之'1' 1ーをもっ推進策となるとの比 j虚し

む本尖験で得られた。

このシリーズの尖験てつ klu J(立燃焼娠が Jが励起て'

きることを般かめた上で初段モータ長のy，;に当た

る長さ 5500mm. \,1\ 2 段モータ長に当たる長さ 4700

mmのモータにより燃焼実験を{ J うことを(-定して

いる

なお.第 2 回の実験 J~l問は能代r! j 主fIiι の却{ i'lr述

)q\の h'l王とill.なり， NTCの施設と尖!肢に Ijtl1 1.、見・γ.

.if，.慣があったので.数日人の小学生.述内lサミ y

ト参加 I f，および一般市民を対象に実jjC'!'併により，

-m~の燃焼').f験を公IJll したニとをN ，:e しておく。

(店|筒形)

*M-V構造機能試験

M-V型ロケットの開発は 1996年度の初nHHに li'J

けて f足立民j 党がill!められて L 必。構造・機能関連で

は. 相L トー検討や古II品レベノレの開先はほぼ終( L.

4夫機相当試作品の裂作の披終段|椛にあるものが多

い。完成間近の球内品を見ると， >JUt の M-3SII

11" に比べて恥ト Vの大きさを実感できる。今秋から

はいよいよこれらをJ1J'、た各干 If(試験が繰り!ムげら

il る。

判 If 見町、~々ンハス tPiili 機能式験出では， 9Jl小

'tl) より来春にかけて. ノーズフェアリング，y，;段

依千，%段後手法びf五百II~~の銭度 附111't~式験.新

Illl~t の IJlMH 幾憐によるノーズフェアリングの IJ 日日{J

式験.予 ~rx 桜子の分断 t; 式験が h わ II る。ノーズフ

ェアリ/グ j止びお 3 段， il 総部については， 11JJtj'i,

,j·:UiI·f日発下業 111 筑波宇'Ii i セ/ターの技術をfll'J1I し

て 7'r~'~~( I試験を実施する(-:，£である。y，; l主十妻子の分

自1i.試験は， )也卜stijt制il などの則山て二鹿児，:，~'-r'l山'空

1B1縦訓II j;}r でh う(-:，£である。また.モ タケ ス

については唱 10月初めに M-24 モ タケ スの而tH二

ぷ験喝未与には M-34モータケ えの水!七般!'J! 正式験

がそれぞれ製作打l 当会社内の施設で行われる。

~，i mW:Jにこれらの1m.北験が.\R 'I' して.忙しいな

がらも賑やかな半年になるものと忠わiL る。詳細

IIf'，~は残念ながら現時山では iffC Jfi}j (I() て'ある。

(小針凶作次郎)

*x 線天文衛星「あすか」試験観測

「あすか」は 4 JJ1911 から試験観測が始まって

以降l順調に動作しておリ， tI々新たなデータが我

却の日を来しませてくれます。試験観測では.大

f-t>: .IJ に一天体の'I~ll{} て-ill. iilll を行っていますので.

これまでに 100 を位える天体の観iilll を十l ったニと

になります。その成*は次の機会に軒1介すること

として.ここでは rあすか」の現状を似介するこ

とにします。

「あすか」は，j':'Iii(，) 1のこれまでの X 線天文litiiT'

としてははじめて X線Jd -t>:の像を Iii 桜的に似える

ニとカ fて。きるとし、う Ii 由、リて rはなく.こ iL まて'に

ない草 /nt.: な X 線スペクト Jレの態 Ul!I lができるという

特徴があリます しかし.観測が和 γ止になったと

いうことは.それだけ.そのデ タを披うのに調 II

心の ji:.) 色が必要となります。 >JUI: ， I主l内外の「あ

すか」グル プのメンバーは“正験観測のデータを

!II'、て観 illtJ機21の性能を品I'f凶 L ，今後のllI. iJllI に是

非とし必攻ーな雇Jl. iJllJ 機一日正の特ドl デ タの作成.デー

タ解析ソフトのBfJ ~t をわっています。ところが，

これがなかなか大変な作業で，中I!j-'.止の良い悦iLた
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データが1'(々を楽しませてく h る -}J て ft'~ff-l: さ

に見介う特性，N·j凶をしなければならず我々を悩ま

せてくれるのです 作業に俄わる数一十人のスタソ

フ、.'{:呼が lei 々ワ クステーンヨンの前で「あす

かJ のデータを 14L しみ摘み J卓方の1'1' 1111 と人:{II~の

情報をネットワークで交検しているのです。

「あすか」は 10)1 中旬で試験砲I. ilill がほぼ終了し司

I:J.:K研究./4ーに公 Ilr) された公~~観測lに移行します。

特性評価， ソフト Drl 発は.この時JUjにははば終 f

するようにとの7ネージャーの強い言葉におしり

を叩かれながら，松終段階となってきました。今

H も，来しくも悩ましい作業が続いています。

(紀伊↑"男)

平成5年度一般公開アンケー卜集計結果

ヱjilぷ 5 年度の一般公|井lは 7 月 2411 (I:)制 l脱 l凪キャ

ンノマスで11トIfii:されました。

当 H はあいにくの耐にむかかわらず人場行数が

約 1 }j1 千人にのぼる雌況 PI! に無事終了しました。

(IS t\ S ニュース No.149 参)I i! )

以卜今 1111のアンケート集計結束;をまとめました。

\よくわかった 2自 53%

乙.や吋Jむずかしい 57.61%

3. ほとんどわから〈よかった 13.86%

I 初めて 74.27%

2. 2IrrIII 12.80ー0

:I. 3 凶以上 12.93ー0

(1)ニの会の開催をどの様にして知りましたか

1.ポスター 26.61~0

2. tfrlJfI 23.99ー"

3. 判i よE 4.H900

4 ，楽内jk チラン 20.53ー"

5，友人専か句 rm \，、た 20.05ー"

6 ，その i也 3.9:¥ー"

(2)年齢

1 , 20..!-未満 34.60ー0

2 , 20..! 以ト30..!· ..!之 il:t.; 19.06ー"

3 , 30 "J以仁50 "J未満 35.3Ho~"

4 , 50..! 以卜 10.96ー0

(3) 住所

(5) 性別

巨
(6) 何回目?

(7) 展示の内容について

(8) どの展示が一番よかったですか?

匡盟

I，神奈川 1県 66.10ー0

2. *尽r.l l 22.43ー0

:~ t'1-' 弘l 3.39()o

4 , T 葉県 2.B7%

5 ，その他(北海道山域~1\ 広品県草) 5.21ー"

(4) 職業

1， ιIq'jj職 9.91ー0

2 ，技術職 21.93ー0

3 ，教 H 3.30ー"

4，白 'i~t· :t 1.¥9ー0

5 巨婦 15.72ー0

6. 大7生 IO ， 44~"

7. t'-~ 校生 9.91ー0

8 , 1'1' ・ {:I主 8.9H~0

9 小7 牛 12.6H%

\0 ，その他 5.94%

1，レールガン 20.66ー"

2 , lJI.;nrl ロケ y ト 14.49%

3. 火 JI~ローノ〈 10.87%

4 ，太陽発心 1軒並 9.78%

5 , VIRTUALREAI.ITY 9.78° 匂

6 ミニミー宇Hi''! 校 7.61ー0

7 LUNAR-,I 7.25~o

8. 屯;庄無特可J 6.52%

9 ロケソ卜 1*'政カメラの 119< 1主 6.52%

¥0 スタンプラリー 6.52%

(9) 公開全体について

1, よカ・った 70.99~，。

2. 持 ill 24.27ー"

3. ややつまらなかゥた 3.07ー'0

4，つまらなかった 1.67%
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だ良〈分かっていません。

このスタ パーストによって誕生した恨のうち.

重い皐はあっと言う!日J(数千万年)に存命を終え超

新根爆発を起こします。 M82の場合.中心の極〈小

さな領域で 3 年に l 個f]~度の超新星爆発が起こっ

ているようです。私たちの銀河系全体を令言|して

も 30年にIf問符皮の割合であると考えられていま

すから，いかに高い lUi)立で越新星爆発が起きてい

るかおわかりになるでしょう。超新原爆発は非情

に大きなエネノレギーを解放し.周りのガスを数千

万~数f:~度もの高温にします。このような趨新星

爆発が頻発すると高温ガスを銀河の中に閉じ込め

ておくことは出米なくなリ，日温Iiスが1"土砂100­

1000kmfJi:の 4孟スピードて'銀河から吹き出していく

と身えられています。これを銀河風と呼び.~波

から X 糾l まで色々な波長て砂観測されています。:与

JT.は Hα 紛l と呼ばれる水Ji輝総で見た M82 の i主です

が. 'I' 心から右上と皮下万向にそれぞれ仰ぴるフ

ィラメン卜状の構造が銀河風です。超新星爆発で

はエネルギーの解放だけでなく .bi で合成された

重い疋素を銀河空間にばらまきます。尖際，宇宙

研の X線天文衛早「あすか」で M82 を観 iWI したと

ころ.ネオン.<'グネシウム.ンリコン. u)ι黄な

どの微々な疋素が高温ガスに多量に含まれている

ことが分かリました。犯逮はこれをスターパース

ト活動により激しい厄索作成が爆発銀河の中で起

きている l釘般的な証拠だと巧えています。

被近の逮万の寸・'d .i の傑夜の結果.燃発銀河は特

殊な現象ではなく.誕生したばかりの銀河て"はが i

発なスターパースト活動が起きていたらしい. と

の多くの証拠が見つかってきました。 M82 で観測

されたように.誕生したばかりの銀河て、むスター

パースト活動で大量の重い疋素が作られ.銀問 r~

!日 lにばらまかれているはずです。その活動の強さ

によっては.現住宇宙て・観測されている重い冗素

のほとんどをスターパーストによって一気に作る

ことも不可能で与はありません。

ということは.あなたの血に含まれる鉄も私た

ちの銀河系が生まれた泣い昔.スターパースト活

動によって作られたのかも知れませんね。

(京都大学理学部，つる・たけし)

鶴剛，

爆発線河 1問、 82 '1

「爆発銀河」とは波い名前ですが.止確には「ス

ターノ〈ースト銀河」と呼ばれています。「なんだや

っぱリ尽(スター)が爆発(ノ〈ースト)してるん

だから.爆発してるんじゃないか J と思った人は

残念ながらちょっと違います。爆発は爆発でも爆

発的に「昆が生まれている J 銀河をこう呼んでい

ます。大熊座にあるノシア 82 番( M82) と H干ばれる

系外銀河は.私たちの住んでいる銀河系のiIIくに

ある.代表的な骨量発銀河で.宇宙の激しい活動を

J:lilHI 見せてくれます。

私たちの銀河系の大きさは半径約 5 万光年です

が、この中全体で平均して l 年にが J太陽 1 flhj 分の

質量の星が生まれていると考えられます。一万こ

の M82 では中心から半径約千光年以内の隊〈小さ

な領域で毎年太陽 3 例分の質量の星が誕生してい

ると考えられています。つまリ私たちの銀河系金

f4>:の 2000 分の l の領域で 3 倍以|ーの迷きで新しい

星が誕生しているのです。星の生成 l立冷たく密度

の高いガス(分子芸)の中で起こり.その密度が

i白いほど星生成は激しくなります。爆発銀刊 Iで観

測されるスターパーストは何らかの原凶で分子芸

が銀河の中心に急激に集まったため生じていると

考えられています。しかしこの原因についてはま

7-



A義孝弘之ヲ 乏」

着だおれ食いだおれのブエノス・アイレス

西田篤弘

ぴ出し.公fi-いで~{を ib~1 して桜るのである。歩行

{Jの数が少ないところでは中[愛先て二急いで迫を

あけるのが品識になっている。なるべく現地人に

くっついて渡るようにしていたが. Jpいている ~Ij

というものは気を休めることができない。

ホテノレが}J{朕と点二ii映阿 i釘がー祁になったよう

な PiTにあった(7)て二ウインドウ 'y ョッピングカず

できた。圧倒的に多いのがレストラン，皮革製品.

E織物のI市である。皮革製品はさすがに安<.中

引のハンドパソグでデザイン L 灯ましいものが数

十ドルてFある。少ないのは土産物);{と焼物・室内

装飾・家!l等の山である。£21"の ".1喰物犀という

のはアメリカでもヨーロ y ノマで L 'I.~リ土品には必ず

あるものである。ヨーロソパのようには歴史がな

く.アメリカのように|玉l家意識を I勾似しよヲとす

るところがないのであろうか。焼き物屋はアノレゼ

ンチンのティーカ γ7 が欲しいと思って探したのだ

が見当らなかった。 j、·'，'(1京の同には.製祭に過し

た|を戸在 n~するところがないのだろうか。

レストランの名物はもちろんステーキである。

15 ドル伎で食べられる。ステーキに飽きてスハゲ

ソティやノ、ンパーガーを注文しでも.大きな '1'1勾

の塊がついていることがあるから fill 断て'きない。

魚料理では鮪のステーキが良かった。鮪を I セン

チ位のl亨さで輪切りにしたもののノ〈夕焼きである。

デザートではリンゴの焼き 7 レープ(とでもいう

べきもの)があった。こんがリと焼けた!早さ 1 セ

ンチ i立. さしわたし 20センチ i止のトンカツと見紛

うようなものの|ーに. 日の前でウェイターがたっ

ぷりとプランデ を掛け.火をつけてくれるので

ある。 6 )J の人間ド， 7 でfLUfilfl，%在・ fll:血!壬の御

盤付をいただいているおかげで.心泣きなく'it・味

することができたのは幸いであった。

(にしだ・あつひろ)

8 月にプエノス・アイレスに行ってきた。 H 牛;

とはちょうどI也f;J<の反対 ll11J にある|耳て1 冬のさな

かである。午前 9 時に到着した時の気品は快氏 l

IEだった。

出張の口町Jは隔年に I:fj Hii される lACA の'学会出

席である。 IACA は rl±1際I也敏気必23府大気物理!

学会」というやや古めかしい名 liljだが.7・'ci:i~I:\]

科学のなかで地球物理系統の分野の研究発表の場

としてもっとも活発に活動しているザ:会である。

アルゼンチンの宇宙科学研究所が寸-而ー線と太陽の

小引観測街閉め開発を進めていることもあって.

今回の|持J Hiι の巡びとなった。 CEOTALしのチーム

からは私と京都大t亨:(7)小山1.f~I;\嗣t4寸二それにこの

研究所を訪問していた向井干IJ典数段が:111市して 6

編の招待講Wi を行った。 CEOTAl Lf:1i J，\はこれま

での常識を似る事実をつぎつぎに明るみに出して

いるので，十分主手応えがあったと思う。

アルゼンチンには卜数年目Ijに行ったことがある

が，その時と比べて活気のあるのに鰐かされた。

前の時には空港からの高速i立路も i主 "I" で途切れて

いた。大きな建物は数十年前以|ーに主主てられたと

息われるものばかリで.停滞が長〈続いているこ

とを感じさせた。このl玉|にはさらにイザベラ大統

領のもとでの混乱. ~'n~;tiな軍政.フォ クランド

戦争と厳しい時代が続L、たわけだが. I王|布企業の

，;';;l~J でようやく活路を見いだしたのであろうか。

貨幣価値は l ベソ二 l ド jレで安定していて.ベソ

札とド jレ札が同じようにiIfl用した。 dl'"t:ピもよく.

その占.では恐いことはなかった。

恐い思いをしたのは交通である。三千 122のような

従色と~に喰り分けたタクシーが走リまわる中を.

ポンネ y トの突き tH した山めかしいベン Yのノぐス

が狂気のような速度で定ーリ t!J:ける。目抜き通リで

も横断歩道の主いところがあって，こういう所てH

は歩行者はかなリまとまった H寺に集同で道路に JI~
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~込ど) !ヂ宙 DISCOVERY-NASAが考える近い将来

の惑星探査計画について(その 3)

川口淳一郎

ClementineL 同じて -fl1 板的に SDI の産物である

小m. 料品化技術の flJ Jl l が期待されています。好

ましからざることですが.国防省と NASA は共 Inl

でClementine という計 I'hl を進めています。保I't.対

象は月の候軌道オーピタ，小惑 )l[ Geogr'aphos で

す。その主 u (，せは|五 Ip}j 省からすれば SDI 伎術のデ

モンストレーンヨンにあるのですが.飛行計画が

たいへん巧みに A号えられていて.得られる科学的

成*が l~'~ v、ことが宇宙研にとってすこしばかリ作

成であります。小惑尽のフライパイはガリレオで

は行われてはいますが (Gaspra). フライパイと

いえどもこうして観jlli) 数が.ff.' h'l されることはt14:

が考えている将来の探伐にとって不都合となって

くるからです。 Clementineの打ち l二げは例年来年

の 11) と J十 II町され. 8 川には Geographos とif[泌す

ると L寸効率的なミッションです。

S1)[で開発された校術については.いたずらな

j'l' f臥転用は厳につつしむべきことですが.組軽

l止のカメラをはじめとして向性能科宇都lillil機部の

Ilf.l発を進める必袋を M!岱させられます。

いわゆる SEI桃:l!.l(Solar ExplorationInitiative}

としては.月の SCOllt Mission が検川されていま

す。これは 2 機の片極軌辺オービタを使ってリモ

ートセンンングを 1 j うもので，光学 i'(J な画像脱 illi)

は含まれていません。しかし.どうやら当， (Iiffl

化される可能竹 eは低いようです。将未物の大町 !?iE

)rUAi台の検 I~·t もどうしてまだ'七きていて. ESA と

の共|百 J J'十阿である笥星の絞へのランデプーを口桁

す CORAL 計画むちゃんとがんばっています。当

初は ROSETTA 計画として絞のサンプルリターン

を狙っていたのですが. CRAF がキャンセルされ

てしまい.当 :J 与者としては計画!の納ノトを巧えなく

てはならなかったようです。

現:(E のところ DISCOVERy ，n 闘の探査機として

は 2 つがほとんど決定しています。 1 つは MESUR

Pathfinder で.もうひとつは小惑星ランデブ一計

， 'hi である NEAR (NcarEarthAsteroidRendezvous)

です。 MESUR Pathfinder は96 年 11 月に司 NEAR

は98 年 l 月に打ち tげが計画されています。です

から DISCOVERY 計画の実質的な開始は 94 年か

らということになっています。

MESURPathfinder は，あたかも MESUR (7)~式

験機という位置づけなのですが.実際のところは

J菜食機の形態は全く異なり.重量もはるかに MESUR

より章。いうえに.ランダの電源がパ y テリでミ y

y ョン全 14>:が l か月間 l しか計画されていないなど.

科学保1f.を自認する DISCOVERY としては奇妙

な立場にあり. しばしば科学~・の議論の的となっ

ています。 DISCOVERY の敢初のミ y ションが

これでは.主旨にそぐわないとの意見もかなり強

<.NASA/SSED が実のところどうしてこの計

1"'1 をまずとりあげたかはおおいに疑問の残るとこ

ろです。 MESUR Pathfinder は JPL が1u.当する

ことになっています。<次号につづく〉

(かわぐち・じゅんいちろう)

(NASA/ISASJOINTWSHANDOUTより)

.u飢a

~\'---­

Gヨー---

~一一--- -----一一一(NASA/ISASJOINTWSHANDOUTより)

一

JFXで己22
( LU|

←崎 12J勿I

I"",.. Gf>ograo町O~
3.oIl"-.

lJ it'， "lt一

1.1 '".ij・.
jolfl~同

4.iJ.::'.-~'
04" 円Il~•
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百

六十艮清浄，ロ y コンンヨウジョウ，お山は↑*a~i.

オヤマハカイセイ， (山参りの行者が唱える誇，

l萄みに六恨とは，六つの感覚， u艮耳鼻舌身:立を云

う)。澄んだ声.山々に響きわたるカン高い声，節

をかえての混声合H日，姿は見えないが， 20人4主の

グループと思う。だんだんその距離が狭まり声の

主は， 80オに近いかと思われる杖をついた女性で

あった。 8 月 l 日木曾御岳山でのことです。

大勢の人達が何んの闘をかけるのか.行 VI] を作

って.仁l 装束をまとい.次から次と受る人，下る

人でごったがえし、 l 人がやっと通れるゴツゴ y

した岩場て\ しばし立往生する Zれがなんどもあっ

た。こんな阿南告の人が.こんな向い山へ来るのは

1;}jf [lの力がならしめるのだろうか。

;理工 ~)f を振りだしに.たびたびの組織変史であ

ったが段 f去の宇百 J研て '44 年，こんなに長い間 l厨ょ

うとは，当時は思ってもいなかった。何度か転職

のチャンスはあったが，決心がつかないまま.ズ

ルズ jレと今日に至ってしまった。

アルバイトで入ったのが昭和 24 年.実験装置の

廃業処分.移動等がおもな f上半であった。今では

什'iii品となっているリヤカーを使つての運搬は.

かなり力のいる重労働と記憶している。

:tjJ めの傍ら{主学に通い始めました。その頃は.

草彪L以外にも夜 l問悶の '7

計 4拙洲H聞則lリl店古部 Eの呼頃 1は ， tι全14; の時代て: 製作中よく 23

い屯!壬で.シピレる.;j~，度々ありこれも位、い出に

残る一勝 j です。

KSC で.初めていも焼再 f と出合ったのは， 1964

年夏，ブルートレイン「はやぶさ」て二長 q と乗

り次ぎ来り次ぎ大間高山に到着，これから又故後

の鰍関.舗装されていないガタガタの山道をパス

に扱られ係られて，やっとの思いでたどり消し、た

名 山

長谷部彬敏

内ノ illi 。時すでに日付が変った夕刻 lでした。

初めて口にする湯わりいも焼酎は.話に聞いて

いたよリは.あまり央みを感じませんでした。旅

の疲れが味をにぶらせたのでしょうか。

そして初めて見る|勾/浦ロケ y ト発射場，発射

H与のごう昔.青空に白い尾をヲ|いて消えていくロ

ケ y 卜，すごいの一言でした。

山好きの店、は.霧 Jゐ llJ ，阿蘇山に笠れた 4M1

この上ない苔びとなリました。

又， 日本海沿岸に達する気球を観測する，鳥海

山中腹の移動受信 1lL ， SBC笑験の時にも楽しみに

していた 131鉱山に登る半ができ、天候には大習を恵

まれましたが， it.の時期lは過ぎていて，それでも

チョウカイフスマが.岩の!日jに l咲いていたー輸の

花が今でもあざやかに頑に銭っています。

能代でのNTC液水尖験では.正J木山に笠リ，こ

の時は数人で登山というよリノ、イキング気分で.

秋も深まった京北の山々の空気を存分に l吸う 4;:が

でき，出娠もまた楽しと一人悦に入ったしだいで

す。この帰りには道ばたのリンゴ知lで試食のリン

ゴを一切れ二切れ食べ.楽しい思い出です。

仕事の合い IHlに好きな山に触れる司王ができた事

は.なんとも i幸せな事と感謝している。

今は.家の者と年10回粍!支近くの山.速くの山

と歩き凶っている。妻などは.百名山をいくつ号ま

れるかと随分張り切っている。訟は半分を数え.

長は先の.御岳山で27，この夏あと 3 つはと岩手

山.芸取山 ・と皮算用している。

irT手のもの数々ある中，表現力之しい私にとっ

ていも焼酎の原稿依頼を受けた時.断る訳にもい

かず，仕4\-とは別の苦労を味わいながら，今書き

終えるところです。

(はせべ・あきとし)
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